
　
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
よ
り
、

お
金
も
健
康
も
、
仕
事
も
家

族
も
全
部
失
っ
て
し
ま
っ
た

…
。
そ
ん
な
男
性
を
、
札
幌

市
南
区
藤
野
に
あ
る
中
間
施

設
「
社
会
福
祉
法
人
青
十
字

サ
マ
リ
ヤ
会
　
青
十
字
サ
マ

リ
ヤ
館
」（
齊
藤
和
夫
館
長
、

札
幌
市
南
区
藤
野
）
は
こ
れ

ま
で
300
人
以
上
受
け
入
れ
、

社
会
復
帰
を
支
援
し
て
き
た
。

　
青
十
字
サ
マ
リ
ヤ
館
は
75

年
、
Ｏ
Ｍ
Ｆ
宣
教
師
Ｒ
・
カ

ニ
ン
グ
ハ
ム
夫
妻
に
よ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
社
会

復
帰
施
設
と
し
て
札
幌
市
内

の
借
家
か
ら
始
ま
っ
た
。
77

年
に
は
、
ス
イ
ス
青
十
字
会

員
か
ら
の
献
金
に
よ
り
現
在

の
場
所
に
土
地
を
購
入
し
、

翌
年
、
国
内
外
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
り
現
在
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
青
十
字
サ

マ
リ
ヤ
館
」
が
建
て

ら
れ
た
。

　
こ
こ
で
は
ス
タ
ッ

フ
と
の
共
同
生
活

を
通
し
、
入
館
者
自

ら
が
依
存
症
で
あ
る

こ
と
を
認
め
、
ア
ル

コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ

ャ
ン
ブ
ル
を
必
要
と

し
な
い
生
活
を
続

け
て
い
け
る
よ
う
訓

練
し
、
社
会
復
帰
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

　
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
ま
で
の
午
前
午
後
各

２
時
間
、
回
復
者
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

個
別
相
談
、
家
事
や
清
掃
な

ど
館
内
外
の
作
業
が
行
わ

れ
、
夜
は
札
幌
市
内
で
開
か

れ
て
い
る
Ａ
Ａ
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
か
ら
の
回
復
を
目

指
す
相
互
援
助
グ
ル
ー
プ
）

な
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参

加
す
る
。

　
退
館
後
は
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

と
し
て
、
一
定
期
間
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
へ
の
出
席
、
市
内
で

開
か
れ
て
い
る
自
助
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
へ
の
参
加
、
木
工
や

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
ジ
ャ
ム

な
ど
を
作
っ
て
い
る
「
ふ
じ

の
共
同
作
業
所
」
へ
の
通
所

が
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

　
青
十
字
サ
マ
リ
ヤ
会
に

は
、
齊
藤
館
長
は
じ
め
ス
タ

ッ
フ
が
24
時
間
入
館
者
と
生

活
を
共
に
す
る
。
そ
の
役
割

は
「
入
館
者
を
見
守
っ
て
あ

げ
る
」
こ
と
だ
。

　
「
お
酒
を
断
っ
た
の
に
ま

た
飲
ん
で
し
ま
う
。
そ
ん
な

苦
し
み
を
ス
タ
ッ
フ
も
ま
た

経
験
し
て
い
る
。
苦
し
い
の

が
分
か
る
か
ら
助
け
て
あ
げ

た
い
。
で
も
、
こ
こ
で
助
け

る
と
ま
た
お
酒
や
薬
に
頼
っ

て
し
ま
う
の
を
知
っ
て
い
る

か
ら
、
あ
え
て
助
け
な
い
こ

と
も
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
身

を
削
る
よ
う
な
思
い
で
、
彼

ら
を
見
守
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
ん
な
中
か
ら
少
し
ず
つ

元
気
に
な
り
、
回
復
し
て
い

く
入
館
者
の
姿
を
見
る
と

「
神
様
に
救
わ
れ
た
と
同
じ

く
ら
い
う
れ
し
い
」
と
齊
藤

さ
ん
は
言
う
。

　
藤
野
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会

（
小
林
基
人
牧
師
）
の
存
在

も
大
き
い
。
昼
、
夜
の
食
事

は
同
教
会
の
メ
ン
バ
ー
が
炊

事
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
奉
仕
す

る
。
小
林
牧
師
の
祈
り
と
ア

婚
あ
る
い
は
死
別
し
、
孤
立

し
て
い
る
外
国
人
被
災
女
性

に
対
し
て
、
精
神
的
ケ
ア
と

生
活
支
援
を
行
う
、
③
被
災

し
た
外
国
人
住
民
の
子
ど
も

に
対
し
て
、
就
学
支
援
を
行

う
」。
政
府
・
自
治
体
・
関
係

機
関
に
対
し
て
は
、「
①
被
災

者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
支
援

措
置
に
お
い
て
、
多
言
語
に

よ
る
情
報
提
供
、
通
訳
を
つ

　
韓
国
ソ
ウ
ル
の
オ
ン
ヌ
リ

教
会
主
任
牧
師
ハ
・
ヨ
ン
ジ

ョ
氏
が
８
月
２
日
朝
、
急
性

脳
出
血
に
よ
り
天
に
旅
立
っ

た
◆
常
に
病
気
と
闘
い
続
け

晩
年
は
週
３
回
４
時
間
の
透

析
を
受
け
な
が
ら
の
奉
仕
だ

っ
た
が
、
日
本
に
生
活
の
拠

点
を
移
し
最
期
ま
で
日
本
宣

教
に
情
熱
を
燃
や
し
た
◆
２

０
０
７
年
か
ら
の
韓
流
文
化

伝
道
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ブ
・
ソ

ナ
タ
」
に
も
衝
撃
を
受
け
た

が
、
２
０
０
６
年
か
ら
始
ま

っ
た
24
時
間
衛
星
放
送
「
Ｃ

Ｇ
Ｎ
Ｔ
Ｖ
」
は
日
本
の
健
全

な
教
会
成
長
に
計
り
知
れ
な

い
ほ
ど
の
貢
献
を
し
て
い
る

◆
だ
が
、
こ
れ
ら
オ
ン
ヌ
リ

教
会
が
提
供
し
て
き
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
日
本
側
が
十
分
に

用
い
た
か
と
い
う
と
疑
問
が

残
る
。
オ
ン
ヌ
リ
教
会
は
あ

く
ま
で
も
日
本
の
教
会
に
仕

え
る
姿
勢
で
活
動
を
続
け
て

き
た
が
、
ど
う
そ
れ
が
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
◆
日
本
か

ら
オ
ン
ヌ
リ
教
会
へ
研
修
に

行
っ
た
青
年
牧
師
の
述
懐
が

あ
る
。「
ハ
先
生
が
研
修
期
間

中
、
私
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、

“
日
本
人
を
な
か
な
か
赦
せ

な
か
っ
た
私
を
赦
し
て
下
さ

い
”
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

日
本
人
こ
そ
謝
罪
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
」
◆
日
本

の
救
霊
に
命
を
か
け
た
韓
国

人
牧
師
の
生
涯
を
通
し
て
、

“
こ
ん
な
に
も
神
は
日
本
を

愛
し
て
お
ら
れ
る
”
と
思
い

た
い
。
神
の
恵
み
を
再
発
見

す
る
こ
と
か
ら
す
べ
て
は
始

ま
る
の
だ
。
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第３種郵便物認可　1部２２５円　　　2011年 8月 21日（日曜日）　　　クリスチャン新聞 2

け
て
の
説
明
と
手
続
き
を
行

う
こ
と
、
②
震
災
復
興
政
策

の
策
定
と
実
施
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
成
長

主
義
を
や
め
、
被
災
者
一
人

ひ
と
り
の
住
ま
い
と
生
活
の

再
建
を
第
一
と
す
る
地
域
社

会
の
復
興
、
そ
の
中
で
の
外

国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学

確
保
な
ど
を
行
う
」
と
表
明

し
た
。

12
・
12
か
ら
「
青
森
の
３
Ｋ

（
希
望
・
患
難
・
祈
祷
）」
に

つ
い
て
奨
め
た
。

　
原
田
氏
は
ヨ
ハ
ネ
15
章
か

ら
「
青
い
森
を
内
か
ら
育
て

よ
う
」
と
講
演
。
プ
レ
イ
ズ

企
画
の
深
澤
真
知
子
氏
に
よ

る
賛
美
、
ジ
・
ア
ー
ク
に
よ

る
ワ
ー
シ
ッ
プ
ソ
ン
グ
な
ど

の
バ
ン
ド
演
奏
を
は
さ
み
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
上
中
功
（
ホ
ー
リ
ネ
ス

・
三
沢
教
会
牧
師
）、
李
龍
壹

（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
・
青
森
福
音
キ

リ
ス
ト
教
会
・
西
部
教
会
員
、

会
社
員
）、
川
村
敬
子（
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ａ
・
あ
す
な
ろ
福
音
キ
リ

ス
ト
教
会
員
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
）
の
各
氏
が
発

題
。
青
森
県
の
協
力
伝
道
の

あ
り
方
、
青
森
県
特
有
の
教

会
性
、
青
森
伝
道
の
現
状
と

将
来
な
ど
に
つ
い
て
、
議
場

か
ら
の
質
疑
応
答
を
交
え
て

活
発
に
意
見
し
た
。

　
交
流
の
夕
べ
で
は
、
い
く

つ
か
の
地
域
教
会
と
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
支
え
て
き
た
教
団

教
派
・
団
体
の
青
森
県
で
の

働
き
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
２
日
目
は
「
青
森
県
の
宣

教
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
Ｏ
Ｍ
Ｆ
宣
教
師
で
青
森

県
で
20
年
の
奉
仕
歴
が
あ
る

マ
ー
チ
ン
・
ジ
ェ
ン
ト
氏（
つ

が
る
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
牧

師
）
か
ら
の
発
題
を
受
け
、

共
に
重
荷
と
祝
福
を
分
か
ち

合
っ
た
。

　
ま
た
品
川
Ｊ
Ｅ
Ａ
総
主
事

は
第
５
回
日
本
伝
道
会
議

（
09
年
）
と
第
３
回
ロ
ー
ザ

ン
ヌ
世
界
宣
教
会
議（
10
年
）

の
様
子
を
報
告
。
最
後
の
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
青
森
県
の

教
会
形
成
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
を
元
に
分
か
ち
合
っ
た
。

閉
会
に
は
事
務
局
長
の
芦
名

昌
利
氏
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
・
あ
す

な
ろ
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
牧

師
）
が
、
将
来
に
向
け
て
熱

く
希
望
を
語
っ
た
。

　
東
頭
実
行
委
員
長
は
「
当

地
で
は
画
期
的
な
行
事
で
、

た
だ
の
会
議
に
終
わ
ら
ず
豊

か
な
交
わ
り
と
分
か
ち
合
い

が
あ
り
一
同
、
恵
み
の
う
ち

に
そ
れ
ぞ
れ
の
任
地
に
戻
り

ま
し
た
」
と
し
て
い
る
。
参

加
者
の
多
く
か
ら
、
ぜ
ひ
回

を
重
ね
て
ほ
し
い
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

県
全
域
の
教
会
か
ら
100
人

重
荷
と
祝
福
分
か
ち
合
い

２０１１宣教
 フォーラム青森

ア
ル
コ
ー
ル
依
存 

回
復
の
家

　
青
十
字
サ
マ
リ
ヤ
館  

老
朽
化
で
改
築
募
金

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
韓

の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
関
係
の
人
権
や
平

和
に
関
わ
る
機
関
が
協
力
。

日
本
・
在
日
教
会
か
ら
31
人
、

韓
国
教
会
か
ら
８
人
が
参
加

し
、
発
題
と
共
に
被
災
地
で

の
外
国
人
の
人
権
問
題
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
報
告
で
在
日
韓
国
人
問
題

研
究
所
の
佐
藤
信
行
氏
は
、

「
日
本
社
会
は
90
年
代
以

降
、
多
国
籍
化
・
多
民
族
化

が
進
む
半
面
、
諸
外
国
で
は

設
け
ら
れ
て
い
る
基
本
的
な

人
権
法
制
度
が
未
整
備
。
そ

う
し
た
中
で
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
た
め
に
、『
永
住

者
』『
日
本
人
の
配
偶
者
等
』

の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
に
生
活

基
盤
を
も
っ
て
い
る
が
、
多

言
語
に
よ
る
正
確
な
情
報
伝

達
が
な
さ
れ
な
い
中
で
出

国
、
一
時
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
「
被
災
し
た
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城

の
５
県
で
在
日
外
国
人
の
安

否
確
認
が
困
難
を
極
め
た
」

と
指
摘
。「
警
視
庁
に
よ
る

と
、
１
万
４
千
人
を
超
え
る

死
者
の
う
ち
、
身
元
確
認
さ

れ
た
外
国
人
は
23
人
の
み
。

一
方
、
宮
城
県
警
の
相
談
窓

口
に
は
、
少
な
く
と
も
100
人

以
上
の
外
国
人
に
つ
い
て
の

安
否
確
認
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
」

　
被
災
５
県
に
住
ん
で
い
た

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
15
％

近
く
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
そ
の
多
く
が
無
年
金
で

放
置
さ
れ
て
き
た
と
し
、
被

災
地
で
は
と
り
わ
け
在
日
韓

国
・
朝
鮮
人
の
高
齢
者
の
自

立
生
活
と
介
護
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
点
も

指
摘
。
嫁
不
足
に
悩
む
農
村

や
漁
村
に
90
年
代
以
降
日
本

人
と
結
婚
し
て
暮
ら
し
て
い

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、タ
イ
人
、

中
国
人
、
韓
国
人
の
女
性
た

ち
が
多
数
い
た
が
、
こ
れ
ら

外
国
人
女
性
も
多
数
被
災

し
、
ま
た
日
本
人
夫
と
も
死

別
し
て
孤
立
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
く
あ
る
と
報
告
し
た
。

　
共
同
声
明
で
は
「
震
災
発

生
か
ら
今
日
ま
で
の
報
道
に

お
い
て
、
欠
落
し
て
き
た
も

の
は
被
災
し
た
外
国
人
の
安

否
情
報
で
す
。そ
の
事
実
は
、

日
本
社
会
が
外
国
人
住
民
を

日
常
的
に
周
縁
化
し
て
き
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
と

確
認
。
各
教
派
・
団
体
、
各

市
民
団
体
、
各
関
係
機
関
の

支
援
活
動
と
連
携
し
、「
①
被

災
し
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

高
齢
者
に
対
し
て
、
生
活
支

援
を
行
う
、
②
日
本
人
と
結

ド
バ
イ
ス
、
教
会
員
の
祈
り

と
奉
仕
は
、
青
十
字
サ
マ
リ

ヤ
館
に
と
っ
て
大
き
な
支
え

だ
。
ま
た
、
同
教
会
を
は
じ

め
日
本
全
国
の
教
会
が
物
心

両
面
で
こ
の
働
き
を
陰
で
支

え
て
い
る
。

　
開
館
か
ら
33
年
を
経
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
だ
青
十

字
サ
マ
リ
ヤ
館
は
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
現

在
、
増
改
築
リ
フ
ォ
ー
ム
の

寄
付
金
を
募
っ
て
い
る
。

　
▽
振
込
先
＝
郵
便
振
替
０

２
７
８
０
・
６
・
２
３
５
１

３
、
社
会
福
祉
法
人
青
十
字

サ
マ
リ
ヤ
会
。
▽
問
い
合
わ

せ
＝
〒
061- 

2284
札
幌
市
南
区
藤

野
四
条
三
丁
目
八
番
十
八

号
、
L
０
１
１
・
５
９
１
・

１
９
２
１
。

Shttp://
sam

ariyakai.com
/

会
か
ら
100
人
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ａ
か
ら

前
理
事
長
の
原
田
憲
夫
氏
、

総
主
事
の
品
川
謙
一
氏
が
出

席
。
東と

う
ど
う
ま
も
る

頭
戍
実
行
委
員
長
が

挨
拶
と
奨
励
を
し
、
ロ
ー
マ

　
第
５
回
日
本
伝
道
会
議
に

出
席
し
た
教
職
者
の
祈
り
か

ら
、
青
森
で
全
県
を
網
羅
し

た
教
会
会
議
が
開
か
れ
た
。

7
月
18
、
19
両
日
、
青
森
市

浅
虫
温
泉
で
開
催
し
た
「
２

０
１
１
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
青

森
」
で
、
県
内
の
教
職
に
よ

る
実
行
委
員
会
が
主
催
、
日

本
福
音
同
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
）
が

協
賛
、
地
元
の
教
団
教
派
・

団
体
が
後
援
し
、
二
十
数
教

   【
Ｃ
Ｊ
Ｃ
＝
東
京
】マ
レ
ー

シ
ア
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州
ペ

タ
リ
ン
ジ
ャ
ヤ
の
ダ
マ
ン
サ

ラ
・
ウ
タ
マ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト

教
会
が
８
月
３
日
開
催
し
て

い
た
夕
食
会
に
同
州
イ
ス
ラ

ム
宗
教
局
が
１
時
間
以
上
に

わ
た
っ
て
捜
索
し
た
。
夕
食

会
は
難
病
や
天
災
被
害
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
非
政

府
組
織
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
や
支
援
者
ら
を
ね

ぎ
ら
う
目
的
で
教
会
の
敷
地

を
借
り
て
主
催
し
て
い
た
。

宗
教
局
は
、
主
催
者
側
の
質

問
に
対
し
通
報
を
受
け
た
た

め
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
同
教
会
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ホ

ー
牧
師
は
、
冒
涜
だ
と
強
く

抗
議
。
カ
リ
ド
・
イ
ブ
ラ
ヒ

ム
州
首
相
は
、
遺
憾
の
意
を

示
し
た
。
一
方
、
イ
ス
ラ
ム

宗
教
問
題
を
担
当
す
る
ハ
ッ

サ
ン
・
ア
リ
上
級
評
議
会
議

員
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
改

宗
を
促
す
活
動
が
あ
っ
た
証

拠
が
あ
る
と
述
べ
、
搜
索
を

擁
護
し
た
。

　
被
災
地
の
外
国
人
に
支
援
の
手
が
届
い
て
い
な
い
…
。「
外
登
法
問
題
と
取

り
組
む
全
国
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
協
議
会
」
は
、「
東
日
本
大
震
災
と
外
国
人 

日

・
韓
・
在
日
教
会
の
宣
教
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
７
月
25
、
26
日
、
第
15
回
外

登
法
問
題
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
東
京
・
千
代
田
区
猿
楽
町
の
在
日
本
韓

国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催
。　
そ
こ
で
の
発
題
・
協
議
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
は
外
国
人
の
安
否
情
報
が
困
難
を
極
め
、
支
援
の
手
が
高
齢
者
や

子
ど
も
、
障
が
い
者
、
外
国
人
な
ど
「
震
災
弱
者
」
の
と
こ
ろ
ま
で
届
い
て

い
な
い
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

第15回外登法問題国際シンポ
　

外
国
人
の
安
否
情
報
が
欠
落

　
　
　
被
災
地
の
弱
者
支
援
を
訴
え

 

マ
レ
ー
シ
ア
宗
教
局
が

 

教
会
の
救
援
活
動
牽
制

青十字サマリヤ館ではこれまでに300人以上の依存症
男性を受け入れ生活を共にしながら社会復帰を促した


